
ムシガレイ（地方名：みずがれい）

１ 生態

２ 漁業に関する情報

３ 資源の状態

４ 資源管理の取組み

・沖合底びき網及び小型機船底びき網や刺し網などで周年漁獲されています。
・2024年（令和６年）の漁獲量は224.3トン、金額は42.2百万円でした。
・2011年３月の震災以降、操業自粛や国による出荷制限で水揚げはありませんでし
たが、2015年（平成27年）９月から再開されています。

・底びき網漁業のCPUE(曳網１時間あたりの漁獲量)は震災後に増加し、現在も高い
水準で推移しています。
・直近５カ年の底びき網漁業のCPUEから、2024年漁期の資源水準は高位で資源動向
は増加と考えられます。
・調査船による幼稚魚調査の結果、2018年と2020年に良好な発生が見られましたが、
2024年は目立った発生は確認されませんでした。

・日本海、東シナ海、黄海、勃海、噴火湾以南の
太平洋沿岸の水深200m以浅に分布しています。
・成熟全長はオス19㎝前後、メス24㎝前後です。
・産卵期は３月頃で北に行くほど遅くなります。
・主に甲殻類や魚類、イカ類、多毛類を食べます。

＊福島県水試研報第15号（2010）により右図を作成

・現在実施されている取り組みはありません。
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中位


